
 
†1 首都大学東京システムデザイン学部 
Tokyo Metropolitan University 

idea in: プロジェクト管理を効率化する Web アプリケーション  
その 2 - タスクチャート手法の提案 

 

浜田真成†1  安藤大地†1  笠原信一†1 

 
本研究は, 専門知識や難しい操作を必要とせずに扱えるユーザーフレンドリーなプロジェクト管理支援Web ア

プリケーションの開発と, そのシステムの実現を目指すものである. 今期研究では, より幅広いプロジェクトに普

及させるための導入手法, およびユーザーインターフェースについての検討と, プロジェクトにおけるタスクをベ

ースにバージョン管理の手法を応用した「タスクチャート手法」の提案を行う.  
 

Idea In : A Web Application For Project Management Part2 
– Task Chart 

 

MASANARI HAMADA†1 DAICHI ANDO†1 SINICHI KASAHARA†1 
 

This study proposes user-friendly project management system without specialized knowledge and difficult operation, researches 
the way of efficiency of collective work in the process of project management, and aims to build this system by developing the 
web application software. In this report, we consider the introduction method to disseminate a wider range of project 
managements, then suggest the "Task Chart" method applying the distributed revision control system into a variety of files in the 
projects. 

 
 

1. はじめに 

前回の報告[1]では, 分業における情報共有が困難となり易

い点, Web上におけるチーム作業が増加している背景[2][3

アプリケーションでは, 問題点や現状を踏まえ, プロジェクトに

おけるファイル管理をチャート形式で俯瞰的に表示できるファイ

ル管理システムを提案し, 実際にサービスサンプルを展示運用

したうえでフィードバックを行った.  

]か
ら, こうしたユーザーレベルのコミュニティにおいて, 幅広く導入

されるWebアプリケーションの提案と制作を行った.  

 その成果として, 異なる分野間でのファイルのやり取りを一望

できる管理システムによって, 管理の効率化に一定の有用性を

提示することができた. 特に, 画像ファイルを扱うことの多いプ

ロジェクトにおいては, チームの作業内容が可視化された形で

管理することが可能となり, 効率的にプロジェクトを進行すること

に一定の成果があった.  
しかしながら, こうしたファイルをベースにした管理手法だけ

では, 様々なプロジェクト形態での有効性を示すことは難しく, 
より現実に沿った提案・機能拡張を行ったうえで改善を図る必

要がある.  
ファイルをベースにした管理で特に問題となるのは, 様々な

タイプのプロジェクトに応用できないことである. プロジェクトに

は, 話し合いや各チームの進行をベースに行うチームも存在す

るため, ファイル管理だけでは対象の利用者を狭めてしまって

いる. また, 簡易的な時系列による管理を行っているが, ファイ

ル数の多いチームのみが突出する場合において, 全体の進歩

状況が見えにくくなることがわかった.  
一方で, 操作方法の分かり易さについてもより踏み込んだ検

討が必要である. ファイルを自由に配置できることが本アプリケ

ーションのメリットである反面, 多人数でのファイル整理が困難

になるといったケースも見られたためである.  
また, こうした新規のシステムや専門手法の導入をどのような

形でユーザーに提案するのかは, 分かり易いシステムを構築す

る上で重要な検討事項である.  
今期における研究では, これらを踏まえ, プロジェクトにおけ

る「タスク」をベースにバージョン管理の手法を取り入れた管理

ソフトウェアの提案と, より幅広いユーザーが利用できるように

するための導入手法・分かり易いユーザーインターフェースに

ついての検討を行う.  
 

2. 現状の制作フローと問題点 

2.1 現状の制作フロー 
現在, プロジェクトの管理はタイプによって, 様々な制作フロ

ーが用いられているが, ユーザーレベルの制作コミュニティで

多く行われるソフトウェア開発, プロジェクト, 作品制作の分野

での管理方法について検討を行った.  
(1) ソフトウェア開発における管理方法 

Git[ 4 ] （ ギ ッ ト ） ， Mercurial[ 5 ] （ マ ー キ ュ リ ア ル ） ，

Subversion[6]（サブバージョン）などのシステムに代表される分

散バージョン管理の手法は, プログラムのソースコードなどを修

正差分として管理することで，制作しているプログラムの経過管
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理や多人数での製作を容易にする管理システムである. その

ため, オープンソースのソフトウェア開発にも有効に用いられて

いる.  
また, フォークやマージの概念によって, コードの構築や管

理を並列的に行ったり, 他の改変を自由に取り込むといった手

法によって管理することができる. 
(2) プロジェクトの管理方法 

管理が重要になるプロジェクトにおいては, プロジェクトの進

行状況を客観的指標によって管理する手法が一般的に用いら

れる. プロジェクトで行うべき課題をタスクごとに分割し, 目標と

するべき指標（マイルストーン）などを定めることによって, 計画

的なプロジェクト進行を行う.  
また, プロジェクトの到達度を, 価格などの数値基準（EV）に

よって定量化することでスケジュール管理を行うアーンドバリュ

ー評価や, プロジェクトがどの程度計画通りに進んでいるのか

を可視化するためのバーンダウンチャートなどを用いることが多

い. これらの指標を用いながら, 計画を見直すなどを繰り返し, 
最終的な目標に到達させてゆく手法である.  
(3) 作品制作における管理方法 

作品の原案から完成までを納期までに仕上げるために, メン
バー同士でスケジュール管理しながら作品制作を行っていく方

法が一般的である. また一連の作業では, 作業途中の様子や, 
途中まで制作したファイルを随時, 他のメンバーや依頼主とや

り取りを行い, その都度, 修正箇所のアドバイスや, 今後の方

針を判断していく方法が取られている.  
 
2.2 既往ソフトウェア 
(1) 専門的なソフトウェア 
主に大規模または専門的なプロジェクトにおいて導入が行わ

れるが, 一般の小規模プロジェクトでは, ほとんど導入が検討さ

れない. しかし, タスクベースの管理など, 長期の視点として見

た場合には, どのプロジェクトにおいても便利に利用できる手

法がある.  
(2) 簡易的なソフトウェア 
小規模プロジェクトにおいて導入される傾向がある. 利用例と

しては, メーリングリストによる手法や, カレンダーによるスケジ

ュール管理, エクセルやワードをベースにしたログ管理, ストレ

ージサービスとメールによる連絡を併用するなどが一般的で, 
普段から利用しているアプリケーションの+αとして用いられる

場合が多い.  
 
2.3 問題点 

Web 上における創作活動は大幅に増加しているにもかかわら

ず, ユーザーレベルの制作プロジェクトにおいては, 現在管理

ソフトウェアの導入が余りなされないのが現状である.  
その原因として, 以下がある.  

(1) 学習コストによる導入障壁 
ライトユーザーの多くは, こうしたソフトウェアで取り入れられて

いる専門的手法に馴染みが無いため, 導入に際しては新規に

手順や用語を覚えるための「学習コスト」が発生することになる. 
学習コストは事前知識となるものであり, 共同作業となる場合は, 
全員が管理ソフトウェアの手順や用語を前提として持っていな

ければ, プロジェクトを進行していくことはできない. そのため多

人数の場合は, 各自が学習を行うことになるが, プロジェクト参

加者の増加に伴って, 結果としてプロジェクトあたりにかかる学

習コストは増大する.  
また, PC 操作に不得手な参加者も少なからず存在するが, そ

の場合, 導入障壁はより高いハードルに見えている場合がある. 
こうした管理ソフトウェアの特徴や印象から, プロジェクト進行の

オーバーヘッドとなると判断された場合は, 結果として管理ソフ

トウェアは導入されないことになる.  
(2) プロジェクトタイプの違い, 担当分野の違いによる管

理手法の乖離 
プロジェクトはタイプによって制作フローが大きく異なり, 作品

制作の完成を目的にするもの, 話し合いがベースとなるもの, ド
キュメントベースで決定が行われるものなど, それぞれのタイプ

で管理手法も様々である. コスト管理を伴うプロジェクトでは, リ
スク管理やテストといったマネジメントが必要になるケースもあ

る.  
担当分野間の違いでも制作フローは異なり, 例えばデザイ

ナーとコーダーでは制作物の管理方法が一般的に異なるもの

である. ある程度の規模になると, コーダーは主にバージョン管

理システムや, それに伴うプロジェクトマネジメントの機能取り入

れた管理を行う場合が多いが, デザイナーの場合は画像・映

像といったバイナリファイルの制作を主に行うため, こうした管

理手法を用いず, 主に納期を重視した管理を行う場合が多い.  
このような管理手法違いから, 同じプロジェクトであっても異

なる管理ソフトウェアを用いる場合や, こうした管理ソフトウェア

を導入しない場合が多いのが現状である. そういった場合, 全
体のプロジェクト像を他分野から俯瞰的に把握することは困難

となり易い.  
 
2.4 改善検討 
(1) 専門手法の印象の改善 
 上記に挙げた専門的手法を, なじみのないユーザーにとって

も分かりやすく導入させるためには, 直感的に扱えるユーザー

インターフェースが非常に重要になる.  
そのために考えられる手法としては,  

i) 専門機能を分かり易い表現で実現する 
ii) 専門機能をそのまま載せるのではなく, 類似した別機能

に置き換える 
の 2 点が考えられる.  
 i では, 専門用語や難しい操作を簡単な表現に置き換えるこ

とで, わかりやすさと専門機能を両立させる. ii では, 簡素化な

ど別のアプローチをとることで, 専門機能の概念のみを実装す

る方法である.  
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(2) 閉鎖的にしない 
 また, メールなどの簡易的なソフトウェアを利用する者層の使

用シーンを考えると, 閉鎖的にしないことが重要である. 既存の

サービスとの連携を可能にすることで, 利用者の間口を広げる

ことが可能になるためである.  
 

3. システムの提案 

3.1 タスクチャート手法 
2.1 で述べた制作手法を踏まえると, 作品制作におけるフロ

ーも, ソフトウェアの制作手法と同様に, バージョン管理を経て

作業が進行していることがわかる. 制作物の進行状況を随時, 
閲覧, コメントすることが出来れば, 他チームが作業内容の把

握や修正を効率的に行うことが出来る. そのため, こうした作品

制作におけるフローにおいても, 進行状況を管理するバージョ

ン管理の手法が有用であると考えた.  
 そこで著者らは, これまで行ってきた手法に, Git などに代表さ

れるバージョン管理の手法を, 様々な管理に応用した「タスクチ

ャート手法」を提案する.  
 タスクチャート手法の概要は以下のとおりである.  
i) プロジェクト全体のタスクをチームごとに俯瞰的に見渡せ

る. （図 1） 
ii) タスク(図 2)を選択することで, そのタスクに関連するファイ

ルや議論の過程を即座に閲覧することが出来る. また, 
それらの議論に参加したり, ファイルを追加したりすること

が出来る.  
iii) バージョン管理におけるフォークやマージといった概念を

取り入れ, コードだけでなく画像や議事録といった, プロ

ジェクトの制作ファイル, 思考の過程を, 簡易的にバージ

ョン管理できるようにする.  
iv) タスクに簡易的な重要度と, 期限を設定し, 達成度を視

覚化して表示する.  
また, これまでは「ファイル」をベースに管理を行う手法であっ

たが, 様々なプロジェクト内容に対応するため, プロジェクトに

て行うべき課題内容である「タスク」を単位に管理する手法に変

更を行った.  
 
3.2 機能概要 

また, これまでと同様, プロジェクトの全体像, 今どのチーム

で何のファイルが作られているのか, 何が話し合われているの

かといった, チーム作業において分散しやすい情報を一元的

に管理することが出来るチャート形式のユーザーインターフェ

ースを採用する.  
 これ以外に, 実用的に利用できるようにするため, プロジェク

トマネジメントの手法を用い, 管理ソフトウェアに以下の機能を

実装する.  
(1) プロジェクトの進行状況の管理 

タスクに簡易的な重要度と期限を設定したことによって, 達

成度の算出が可能となるため, これを基にした進行状況の管

図 1 ideain – タスクチャート手法によるタスクの俯瞰表示 

図 3 ideain – 各オブジェクトはプロジェクトのタスクを表す 

図 2 ideain – 全体図（参考） 
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理を行う.  
(2) 工程表 

進行状況は, 一般に浸透している, 簡易的なガントチャート

による日程管理機能によっても管理を行い, ファイル管理, タス

ク管理との連携を図る.  
(3) メンバー/チーム管理 

プロジェクトにおける人材の管理を行う機能. 前回の報告に

おいて, 作業の混乱が見られた点を踏まえ, メンバーごとに権

限の設定を行えるようにすることで, 編集の混乱を防ぐ.  
(4) 連絡・会議 

メールによる情報交換では, 情報が分散してしまうため, こう

した情報を扱うことが出来るプラットフォームによって情報の統

合を図る.  
 以上により, 様々な分野の集まるプロジェクトに必要となる一

連の作業を, 一つのプラットフォームで行えるようにする.  
 

4. システムの実装と技術的課題 

管理ソフトウェアでは, 多人数が同時に操作した際にも円滑

に利用できることが重要となる. そのため, 常に同期的に作業

内容を表示させることが望ましい.  
 こうした同期的システムの構築のために, 前回の報告では, 
Webアプリケーションの構築の際, Ajaxを用いた更新システムを

実装した. しかしながら, サーバーへの負荷と同期するまでの

タイムラグが発生することになるため, 稼働時に適切な処理が

行われない場合が発生した.  
これを改善するため, 今期研究では, Ajax通信の代替として

WebSocket[a

 

]を利用したシステムの構築を行い, よりシームレス

なアクセスを可能とした. また, それに伴いWebSocketシステム

の構築のしやすさから, 開発言語をPHPからNode.jsへと移行を

行った.  

5. おわりに 

以上の機能により, タスクチャート手法を利用したプロジェクト

管理アプリケーションについて述べた.  
 今後の展望として, どの程度機能性や効率性が向上するの

かを図るため, 具体的なプロジェクトでテスト運用を行い, 本シ

ステムの妥当性について検討しようと考えている. そのため, 早
期の実現と, オープンベータテストの稼働を行い, フィードバッ

クを踏まえた改善を図っていく予定である.  
 
 
 
 
 
                                                                 
a) WebSocket は, ブラウザとサーバー間で双方向通信を可能にする通信プロトコ

ル技術の一つで, 応答のためにサーバーへリクエストを送ることなく、イベントドリ

ブンなレスポンスを受信できる 
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